
3. ガス小売全面自由化の
概要とその背景
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ガス小売自由化の変遷

平成7年(1995年)のガス事業法改正以来、段階的に自由化範囲が拡大。
昨年度には家庭用を含むすべての需要家において自由化が開始。

出典：経済産業省
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出典：経済産業省
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出典：経済産業省
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システム改革の全体スケジュール

・平成25年(2013年)11月にガスシステム改革小委員会発足。
・平成27年(2015年)1月に報告書を取りまとめ
・平成27年(2015年)6月 ガス事業法整備完了(国会)

出典：経済産業省
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システム改革の思想
消費者にとっては、選択肢の拡大・料金の最大限抑制の効果が望まれる。

出典：経済産業省
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電気と都市ガスのサプライチェーンのイメージ

出典：経済産業省
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自由化による需要家側の選択肢の拡大

出典：経済産業省
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エネルギーシステムの一体改革

出典：経済産業省
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ガス事業類型の見直し
小売全面自由化により、事業類型が見直され、ガス製造事業（LNG基地事業）、一般ガ

ス導管事業、特定ガス導管事業、ガス小売事業という新たな事業類型ごとに、それぞれ
必要な規制が課されている。

出典：経済産業省
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公正かつ有効な競争の確保のための取組み

【構成】
第一部 適正なガス取引についての指針の必要性と構成
第二部 適正なガス取引についての指針
Ⅰ 小売分野における適正なガス取引の在り方
Ⅱ 卸売分野における適正なガス取引の在り方
Ⅲ 製造分野における適正なガス取引の在り方
Ⅳ 託送供給分野における適正なガス取引の在り方

各パートで以下を記載
・考え方

・公正かつ有効な競争の観点から
望ましい行為及び問題となる行為

【構成】
序 ガスの小売営業に関する指針の必要性等
１ 需要家への適切な情報提供の観点から問題となる行為及び望ましい行為
２ 営業・契約形態の適正化の観点から問題となる行為及び望ましい行為
３ 小売供給契約の内容の適正化の観点から問題となる行為及び望ましい行為
４ 苦情・問合せへの対応の適正化の観点から問題となる行為及び望ましい行為
５ 小売供給契約の解除手続等の適正化の観点から問題となる行為及び望ましい行為

出典：経済産業省

出典：経済産業省
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